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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 116 号（2012 年 7 月） 

 

契丹文字接尾語表(『慶陵』)考(3) 

吉池孝一 

 

3.6.「06. ka」と結び付く語幹 

014. ABC： C。 

注．呉英喆 2007 は əs「複数附加成分」(名詞複数語尾)とする。 

027. ABCD： AC 

注．『彙輯』はを國と釈す。 

028. AC： A 

029. A： CD 

030. D： C 

031.--: C 

068. ABCD： C 

069.【】ABCD：【】 AC 

注．『彙輯』はを年と釈す。 

083.--: CD 

100.--: B 

122.【】A：【】 C 

123.--: D 

表(1)右側の別枠内中段 

中段 4. D: C 

 

3.7.「07. yi」と結び付く語幹 

015. D： C 

注．呉英喆 2007 は tə「向位格」(与位格)とする。 

032. ABC： D 

033.【～】ABCD：【】 D 

注．原資料によると(205)(D5-15)。『彙輯』はを山於と釈す。 

034. ABCD： D 

035. CD:  C 

注．『彙輯』はを金と釈す。 
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036. ABCD: D 

 注．『集録』『彙輯』共にを日と釈す。『彙輯』はを日於と釈す。 

037. ACD: CD 

 注．『彙輯』は(D13-19)を黑と釈す。 

038. AC: D 

 注．『彙輯』はを名･號、を號於と釈す。 

039. ABCD： CD 

040. 【～】ABCD： CD 

 注．『彙輯』はを聖於(C27-19)･聖(D23-1)と釈す。 

041. A： C 

042. ACD： D 

068. ABCD： D 

 注．『彙輯』はを事於と釈す。 

078.--: A 

 

3.8.「08. yan」と結び付く語幹 

043.--： CD 

注． CD とあるが原資料によると C にこの語はない。呉英喆 2007 は「動詞附加成

分」とする。清格爾泰 1992 は sə～sən「形動詞附加成分(現在将来及過去時)」とする。 

044.--： C 

045.--： D 

 注．『彙輯』はを第五と釈す。 

046.--： D 

047.--： C 

065.--：【】CD 

注．原資料によると(361)は(100)。 

078.--：【】 C 

注．原資料によるとの(349)は(112)。 

079.--：【】【】C 

注．原資料によるとは(112)(100)。 

086. AB【C】D：【 D】 

注．原資料によると ABCD とあるが C にはない。また D とあるが D に

はない。これは D の誤認したものであろう。 
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095.--： CD 

098.--： C 

100.--： D 

102. AC： ABCD 

 注．『集録』はを銘と釈す。『彙輯』はを誌と釈す。 

103.--：【】CD 

注．原資料によるとの(361)は (100)。 

108.--： D 

109.( B)：【】AC 

注．原資料によるとの(361)は (100)。なお A にはなく、これは

の誤認か。 

124. ABCD： A 

 注．『彙輯』は(A 32-10)を奉と釈す。 

146.--：【】 CD 

注．原資料によるとは (123)は(122)。 

 

3.9.「09. ca」と結び付く語幹 

014. ABC：( B) 

注．呉英喆 2007 は i「領格、向位格、賓格」(属格、与位格、対格)とする。 

015. D：( C) 

028. AC： A 

036. ABCD: CD 

 注．『彙輯』は(D2-20)を日と釈す。 

044.--：【 A】 

注．原資料によるとは (123)は A にない。 

045.--： D 

046.--： C 

048.--： B 

049. ABCD： C 

050. C: D 

051. C: C 

注．語幹につき特記なし。 

052. ACD: AB 
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注．『研究』は Cを(122)とするが、原資料によると(123)。『彙輯』は(C21-28)

を曾と釈す。 

053. CD: AB 

 注．『彙輯』は及びを耶律と釈す。 

054. ABC: A 

注．語幹につき特記なし。 

061.’ AB:  C 

 注．『彙輯』は’(262)及び’を歳と釈す。 

067.--： A 

068. ABCD： B 

 注．語幹は既出。 

071. ABCD： D 

 注．語幹は既出。 

077.--： A 

090.--： C 

091.--： C 

099.--： A 

 注．『彙輯』は(A 21-24)を哀と釈す。 

100.--： C 

121. D： CD【ACD】 

注．語幹につき特記なし。原資料によると Aにあり。『彙輯』はを知と釈す。 

126.--： A 

145.--：【】 BC 

注．原資料によるとのは。 

表(1)右側の別枠内上段 

上段 2. ABCD： ACD 

 注．『彙輯』はを子･女(B 7-1)と釈す。『彙輯』は(孩子)-(名)とし、

-を孫とし、を子とする。 

 

                             ・・・待続・・・ 


